	「ＥＤＯ－ＥＰＳ工法 設計・施工基準書（案）」
2014年11月改訂に伴う技術講習会のお知らせ


主　催：発泡スチロール土木工法開発機構
	EDO-EPS工法が我が国に導入されて２９年が経過し，施工件数は約13,000件で610万ｍ3を超えるEDO-EPSブロックが土木工法に使用されております。これは，発泡スチロール土木工法開発機構（略称：ＥＰＳ開発機構）が，同工法の開発普及に努めてきた結果であり，現在では我が国でも一般的な軽量盛土工法として認知され，広い分野で活用されています。本設計・施工基準書（案）は，ＥＰＳ開発機構が発足以来進めてきたノルウェーを始めとした諸外国との技術交流，我が国の官公庁研究機関や大学研究者などとの共同研究，ＥＰＳ開発機構独自の研究開発試験・解析検討，そして多くの施工事例や地震履歴を受けた施工箇所の現地調査結果などの積み重ねを基にして体系化したものです。
今回の改訂は，上位指針である『道路土工－擁壁工指針（日本道路協会，平成24年）』などの改訂に伴う内容の見直し，2007年第１回改訂版発行以降の調査・研究成果を反映し，維持管理の章を新たに設けました。
本技術講習会では，EDO-EPS工法の設計・施工方法についてわかりやすく解説します。奮ってご参加ください。


　参 加 費：3,000円（消費税，テキスト代含む）　各会場にて，当日徴収させていただきます。
テキスト：テキストは，「EDO-EPS工法設計・施工基準書（案）」を各会場にて当日配布し使用します。
CPDポイント数：2.5ポイント（地盤工学会CPDプログラム）

【 開催日・場所 】
	開　催　日
	定 員
	地 区
	会　　場

	11月14日（金）
	100名
	新潟
	デンカ ビッグスワンスタジアム　会議室5
新潟市中央区清五郎67-12

	11月21日（金）
	100名
	東京
	TKP上野ビジネスセンター　ホール2A
台東区東上野2-18-7　共同ビル

	11月26日（水）
	100名
	北海道
	札幌コンベンションセンター
札幌市白石区東札幌6条1-1-1

	11月28日（金）
	100名
	宮城
	ハーネル仙台
仙台市青葉区本町2-12-7

	12月 1日（月）
	100名
	福岡
	都久志会館会議室（大）401～403

福岡市中央区天神4-8-10

	12月 2日（火）
	100名
	広島
	サテライトキャンパスひろしま（広島県民文化センター5F）広島市中区大手町1-5-3

	12月 4日（木）
	100名
	愛知
	IMYビル　4階大会議室
名古屋市東区葵3-7-14

	12月 5日（金）
	100名
	大阪
	シキボウホール
大阪市中央区備後町3-2-6

	12月11日（木）
	100名
	香川
	サンメッセ香川　中会議室
高松市林町2217-1


【 講習会内容 】
	時  間
	内　　容
	講　　師

	13:00-13:30
	受付
	

	13:30-13:35
	開会の挨拶
	EPS開発機構

	13:35-14:45
	基準書（案）
	EPS開発機構 事務局

	14:45-15:00
	休　憩
	

	15:00-15:25
	EPS工法事例１
	EPS開発機構 会員

	15:25-15:50
	EPS工法事例２
	EPS開発機構 会員

	15:50-16:15
	地震履歴・海外事例
	EPS開発機構 事務局

	16:15-16:20
	閉会の挨拶
	EPS開発機構


参加申込み用紙
広島会場（12月 2日（火））サテライトキャンパスひろしま
講習会名：「ＥＤＯ－ＥＰＳ工法設計・施工基準書（案）」2014年11月改訂に伴う技術講習会

　
お問合せ・申込み先：

	発泡スチロール土木工法開発機構　事務局 担当　窪田
東京都新宿区高田馬場4-40-11　
TEL：03-5337-4063　　FAX：03-5337-4091　e-mail：edo-info@cpcinc.co.jp


本紙に必要事項を記入のうえ、e-mailまたはFAXにてお申込み下さい。

なお，定員になり次第に締め切らせていだだきます。
受講場所と受講者名
	受講場所
	北海道（　　　），宮城（　　　），東京（　　　），新潟（　　　），愛知（　　　）

大阪（　　　），広島（　　　），香川（　　　），福岡（　　　）

（受講する地区に○印を付けて下さい）

	勤務先名
	

	勤務先所在地
	（〒　　　　－　　　　　　）

	T E L
	
	F A X
	

	氏　名
	部　署
	役　職
	e-mail アドレス

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


